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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成23年5月12日(2011.5.12)

【公開番号】特開2008-260519(P2008-260519A)
【公開日】平成20年10月30日(2008.10.30)
【年通号数】公開・登録公報2008-043
【出願番号】特願2008-96083(P2008-96083)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｒ  11/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｒ  11/02    　　　Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５４Ａ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３６６Ａ
   Ｇ０１Ｃ  21/00    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月28日(2011.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用の操作ユニットであって、
　選択可能な機能（３４，３５，３６，３７，３８，６１，６２，６４，６５）を表示す
るためのディスプレイユニット（４）と、前記機能の選択のための少なくとも１つの操作
装置（４，５１，５２，５３，５４，５５，５７）とを有し、
　該ディスプレイユニット（４）は、第１の視角領域（５）で第１の表示イメージ（３０
）を表示し、かつ第２の視角領域（６）で該第１の表示イメージ（３０）と異なる第２の
表示イメージ（４０）を表示するように構成されており、
　両表示イメージ（３０，４０）は、各表示イメージに表示された少なくとも１つの選択
可能な機能の点で異なっている操作ユニットにおいて、
　・該少なくとも１つの操作装置が操作される観察方向の検出と、
　・検出された該観察方向から可視である表示イメージ内に表示された選択可能な機能と
、前記少なくとも１つの操作装置（４，５１，５２，５３，５４，５５，５７）で行われ
た操作との対応付けと
を行うための検出装置に対するインタフェース（１５）が設けられていることを特徴とす
る、操作ユニット。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの操作装置は音声操作装置（２３，２４）として構成されている、
請求項１記載の操作ユニット。
【請求項３】
　前記操作装置のユーザとの距離を方向選択的に測定する距離測定を行う検出装置（１１
，１２）に接続されている、請求項１または２記載の操作ユニット。
【請求項４】



(2) JP 2008-260519 A5 2011.5.12

　ユーザの着座位置の変化を検出する検出装置（２６，２７，２８，２９）に接続されて
いる、請求項１から３までのいずれか１項記載の操作ユニット。
【請求項５】
　前記第１の表示イメージに表示された少なくとも１つの機能（３５）と、前記第２の表
示イメージに表示され該少なくとも１つの機能と異なる機能（３６）とが、前記ディスプ
レイの面の少なくとも部分的にオーバーラップする領域で表示される、請求項１から４ま
でのいずれか１項記載の操作ユニット。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの操作装置は、前記ディスプレイユニット（４）のタッチスクリー
ン面である、請求項１から５までのいずれか１項記載の操作ユニット。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの操作装置（５１，５２，５４，５５，５６，５７）は、前記ディ
スプレイに隣接して配置された操作エレメントである、請求項１から６までのいずれか１
項記載の操作ユニット。
【請求項８】
　車両における電子的装置の操作方法であって、
　ディスプレイに選択可能な機能を表示し、第１の観察方向で第１の表示イメージを表示
し、第２の観察方向で、該第１の表示イメージと異なる第２の表示イメージを表示し、
　両表示イメージは、表示される少なくとも１つの選択可能な機能で異なっている操作方
法において、
　両表示イメージのうち１つに表示された機能を選択するために、操作装置の操作と、該
少なくとも１つの操作装置が操作されている観察方向とを検出し、
　検出された該観察方向から可視である表示イメージ内に表示された選択可能な機能と、
前記少なくとも１つの操作装置（４，５１，５２，５３，５４，５５，５７）で行われた
操作との対応付けを行うことを特徴とする操作方法。
【請求項９】
　前記第１の表示イメージに表示される少なくとも１つの機能と、前記第２の表示イメー
ジに表示され該少なくとも１つの機能と異なる機能とを、前記ディスプレイの面の少なく
とも部分的にオーバーラップする領域で表示する、請求項８記載の方法。
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